





The effect of the reflexology to the severely handicapped individuals living 
with their families
－ Utilization of a book －
























































































　毎日１～数回、簡便に実施する母親は 1 名（10％）いたが、7 名（70％）の母親は１週間に 1 回であっ
た。実施時間は、約10分が 6 名（60％）であった。
４）リフレクソロジーの実施期間（表３）
リフレクソロジ－を始めて、どれくらい経っているかは、1 ヵ月、2 ヵ月、5 ヵ月、１年以上、２年以




筋緊張がやわらいだと思う 9 名（90％）、表情がやわらいだと思う 8 名（80％）、顔色がよくなったと思



















表1．冊子について （保護者）                         n=10                                          
 大変そう思う そう思う どちらともいえ
ない 
そう思わない 全く思わない 
わかりやすい 6名 (60%) 4名 (40%) 0 0 0 
活用しやすい 4   (40 ) 6    (60 ) 0 0 0 
役に立つ 5    (50 ) 5    (50 ) 0 0 0 
読みやすい 4    (40 ) 6    (60 ) 0 0 0 
冊子通りにできた 1    (10 ) 7    (70 ) 2名 (20%) 0 0 
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10 % 
1週間に1回 7  70 
時間があるときに実施 1  10 







 約20分 1  10 
 約30分 2  20 
 約60分 1  10 
 
表4．リフレクソロジー実施期間（保護者）            n=10 
1ヵ月 1名 10 % 
2ヵ月 1 10 
5ヵ月 1 10 
6～8ヵ月 4  40 
1年以上 1 10 
2年以上 1 10 
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表5．冊子を活用したリフレクソロジーを行った後の変化（保護者）        n=10 
 大変そう思う そう思う どちらとも 
いえない 
そう思わない 全く思わない 無記入 
表情がやわらいだ 0 8名(80%) 2名(20%) 0 0 0 
顔色がよくなった 0 6  (60 ) 4  (40 ) 0 0 0 
笑顔がみられた 1名(10%) 4  (40 ) 4  (40 ) 1名(10%) 0 0 
筋緊張がやわらいだ 1  (10 ) 8  (80 ) 1  (10 ) 0 0 0 
手足があたたかくなった 5  (50 ) 5  (50 ) 0 0 0 0 
寝つきがよくなった 1  (10 ) 2  (20 ) 7  (70 ) 0 0 0 
便通がよくなった 0 1  (10 ) 9  (90 ) 0 0 0 
精神が安定した 2  (20 ) 3  (30 ) 5  (50 ) 0 0 0 
飲み込みが上手になった 0 1  (10 ) 9  (90 ) 0 0 0 
たんが出やすくなった 1  (10 ) 0 9  (90 ) 0 0 0 
尿の量が多くなった 1  (10 ) 0 9  (90 ) 0 0 0 
関節がやわらかくなった 0 3  (30 ) 6  (60 ) 0 0    1 
安定してたてるようになった 0 0 5  (50 ) 0 2名(20 )    3名(30%) 
安定して歩けるようになった 0 0 4  (40 ) 0 2  (20 ) 4  (40 ) 











































表情がやわらいだ 0 8名(80%) 2名(20%) 0 0 0 
顔色がよくなった 0 6  (60 ) 4  (40 ) 0 0 0 
笑顔がみられた 1名(10%) 4  (40 ) 4  (40 ) 1名(10%) 0 0 
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寝つきがよくなった 1  (10 ) 2  (20 ) 7  (70 ) 0 0 0 
便通がよくなった 0 1  (10 ) 9  (90 ) 0 0 0 
精神が安定した 2  (20 ) 3  (30 ) 5  (50 ) 0 0 0 
飲み込みが上手になった 0 1  (10 ) 9  (90 ) 0 0 0 
たんが出やすくなった 1  (10 ) 0 9  (90 ) 0 0 0 
尿の量が多くなった 1  (10 ) 0 9  (90 ) 0 0 0 
関節がやわらかくなった 0 3  (30 ) 6  (60 ) 0 0    1 
安定してたてるようになった 0 0 5  (50 ) 0 2名(20 )   3名(30%) 
安定して歩けるようになった 0 0 4  (40 ) 0 2  (20 ) 4  (40 ) 























 64名の施設スタッフから回答があった。男20名（31％）、女43名（67％）、無記入 1 名（ 2 ％）であり、
20歳代～ 50歳代で94％を占めていた。リフレクソロジーを受けた児（者）は、重症心身障がい児（者）












実施程度は、約1週間に1回25名（39％）と 2 ～ 3 日に 1 回12名（19％）が半数以上であった。次い
で毎日 1 回 5 名（8％）、 1 ヵ月に 1 ～ 2 回 4 名（ 6 ％）であった。実施時間は、約10分～ 20分が43名
（67％）であった。次いで約30分 5 名（ 8 ％）であった。
４）リフレクソロジーの実施期間（表８）
リフレクソロジ－を始めて、どれくらい経っているかは、6ヵ月以上が30名49％、3ヵ月 6 名（ 9 ％）、








う 7 名（11％）、尿の量が多くなったと思う 7 名（11％）、便通がよくなったと思う 6 名（10％）、たん
















表7．冊子について（施設スタッフ）                                          n=64 
 大変そう思う そう思う どちらともいえない そう思わない 無記入 
わかりやすい 22名 (34%) 41名 (64%) 0 0 1( 2%) 
活用しやすい 21   (33 ) 41    (64 ) 0 1( 2%) 1( 2) 
役に立つ 31    (48) 31    (48) 1( 2%) 0 1( 2) 
読みやすい 26    (41 ) 31    (48 ) 4( 6) 2( 3) 1( 2) 
冊子通りにできた 5    ( 8 ) 38    (59 ) 18(28) 2( 3) 1( 2) 
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表11．リフレクソロジー実施期間（施設スタッフ）         n=64 
1ヵ月 4名 6 % 
2ヵ月 2 3 
3ヵ月 6 9 
4ヵ月 
5ヵ月 





























表情がやわらいだ 6名( 9%) 27名(42%) 17名(27%) 3名( 5%) 0 11名(17%) 
顔色がよくなった 3   ( 5) 25   (39) 21  (33) 4   ( 6) 0 11   (17) 
笑顔がみられた 10   (16) 18   (28) 23  (36) 2   ( 3) 0 11   (17) 
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表11．リフレクソロジー実施期間（施設スタッフ）         n=64 
































表情 やわらいだ 6名 9%) 7名(42%) 17名(27%) 3名( 5%) 名(17%) 
顔色 よくなった 3  5 25 39 1 3 4 6
笑顔がみられた 10 6 18 28 23 36

















表情がやわらいだ 6名( 9%) 27名(42%) 17名(27%) 3名( 5%) 0 11名(17%) 
顔色がよくなった 3   ( 5) 25   (39) 21  (33) 4   ( 6) 0 11   (17) 
笑顔がみられた 10   (16) 18   (28) 23  (36) 2   ( 3) 0 11   (17) 
筋緊張がやわらいだ 8   (13) 29   (45) 14  (22) 2   ( 3) 0 11   (17) 
手足があたたかくなった 22   (34) 20   (31) 9  (14) 2   ( 3) 0 11   (17) 
寝つきがよくなった 0   12   (19) 37  (58) 4   ( 6) 0 11   (17) 
便通がよくなった 1   ( 2) 5   ( 8) 42  (66) 5   ( 8) 0 11   (17) 
精神が安定した 4   ( 6) 15   (23) 30  (47) 3   ( 5) 0 12   (19) 
飲み込みが上手になった 2   ( 3) 5   ( 8) 38  (59) 7   (11) 1名( 2%) 11   (17) 
たんが出やすくなった 0  5   ( 8) 41  (64) 4   ( 6) 3 ( 5) 11   (17) 
尿の量が多くなった 2   ( 3) 5   ( 8) 37  (58) 9   (14) 0 11   (17) 
関節 かくなった 7  (11) 32   (50)   11)    ( 5)   5    (23) 
安定して立てるようになった 0 10 16 3 6 6 9 4 ( 6)    2 33
安定して歩けるようになった 13 6 9 4 ( 6) 23 36   
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